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はじめに

Joomla!（ジュムラ､ ジュームラ）は全世界で   最も利用者の多いCMSの一つです｡

そのルーツは 2000 年にオーストラリアのMiro International 社（現 Rice Studios 社）により開

発されたMambo Site Server にあります｡

Mambo Site Server はその後､ Mambo Open Source（MOS）と呼ばれるようになり順調な

発展を遂げますが､ Miro International 社とオープンソース開発側との考えの相違から 2005 年に

Joomla!が生まれました｡ Joomla!の名前はスワヒリ語の jumlaから名付けられたもので､｢皆集まれ !｣

といった意味を持ちます｡

 日本国内ではまだまだ､ 無名の CMSですが､ 海外での評価は高く､ 誕生した次の年の 2006 年に

は ｢2006 年 Open Source CMS Award｣ http://www.packtpub.com/award のトップに選ばれ

ました｡

 本書、「コンプリートガイドシリーズ　Joomla! 1.5　インストール編」は Joomla! 1.5（Juser 日

本語版）を元に､オープンソースCMS Joomla! のダウンロードからインストールまでを解説いたします。

この機会に世界中でトップクラスの導入実績のある Joomla! を是非お試しください。

伊丹 シゲユキ

はじめに
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この章では Joomla! の特徴や入手方法、

サーバー環境の確認と準備を紹介します。
Joomla!の入手と

サーバーの準備

1
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Joomla! の特徴

　Joomla! が他の多くの CMSと一線を画すところは、オープンソースCMSとは思えない質の高

いインターフェイスデザインと言えるでしょう。しかし、その他にも世界中で選ばれ利用されている

Joomla! には以下のような様々な特徴があります。

1. 多くの個人、企業が開発に参加し、様々な国と言語で使われている。
Joomla! の大きな特徴として、世界中の多様な国々、言語で利用され、個人や企業（サードパーティー

企業）などの参加が多いことがあげられます。

多言語サイトの構築には最適なせCMSとも言えるでしょう。

 2. 美しい管理領域。
CMSを企業へ導入する場合、機能だけでなく見た目も重要な要素と言えます。

Joomla! は企業が開発を始めたMambo Open Source を元にしているために、他の多くのオープ

ンソースCMSには見られない美しいデザインの管理領域を持っています。

3. エクステンション ( 拡張機能 ) の種類が多い。
エクステンションとは Joomla! 本体には無い新たな機能を付加することです。

現在、本家のオフィシャルサイトには数多くののエクステンションがアップされています。Joomla!

を使ってショッピングサイトを構築したり、会員制のフォーラムをん栄することも可能です。エクステン

ション数は可能性の高さを示します。

4. テンプレートの種類が多い。
テンプレートとはページのデザイン、レイアウトと言った見た目を出力するファイルです。

エクステンションの数と同様に美しくデザイン性の高いテンプレートがが有料、無料を含めて数多く

配布されています。

もし、どのテンプレートも気に入らなければあなた自身の手で作ることも可能です。

5. 編集者や公開者の権限設定が可能。
Joomla! では簡単にユーザーを設定可能です。多くの人がサイト運営に参加している場合では、全て

の人に対してページの公開権限を与える分けにはいきません。しかし、Joomla! では記事に対する編

集権限や公開権限を個別に設定することが可能です。

Joomla! の入手とサーバーの準備
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6. 本家フォーラムの安定した活動。

　Joomla! の開発コミュニティである http://www.Joomla!.org/ は、技術系の開発目的だけに

終始するのではなく、Joomla!というオープンソースCMSをどのように育てるのかといったブランディ

ングにも力を注いでいます。このことはフォーラムの運営にも影響を与えています。コミュニティの活動

はフレンドリーかつ積極的なもので、フォーラムの規模も大きく運営も手馴れているために初歩的な質

問に対しても回答を得られることが多いでしょう。

※Joomla!.org のフォーラムは英語が基本となりますが、日本国内では joomla.org 正式登録ユー

ザーグループ「Joomla! User Group Nippon」のフォーラムは日本語日本語 OKです。分からないこ

とがあれば是非質問してください。

7. その他の特徴
フレームワークとしての機能を備えている。

自由度の高いテンプレート設計が可能。

個別のアイテムに対してmeta データを記述可能。

アイテム投票機能。

アイテムの復元が可能なゴミ箱。

リンク集の作成機能。

メンバー登録の自動化。

豊富な管理権限。

記事編集者と公開責任者の分離が可能。

ニュース配信機能。

コンテンツの公開日や公開終了日の設定が可能。

コンテンツのアーカイブが可能。

バナー管理機能。

機能的なテンプレートマネージャー。

メンバーへの一斉メール  送信機能。

管理領域とフロント画面を各々に設定可能な言語マネージャー。

SEO対策されたURLの生成

記事のチェックイン、チェックアウト機能。
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Joomla! のバージョン

Joomla!には現在二つのバージョンが存在します。Mamboとの互換性を高く保った1.0.x 系と、ソー

スファイルが書き直された1.5 系です。1.0.x 系の最終バージョンは1.0.13 で開発が終了し、小さなバ

グフィックスやセキュリティフィックス以外の今後のリリース予定はありません。1.5 系の10月現在の

最新バージョンは1.5.14ですが、Joomla!1.6 のリリースも予定されており、益々目が離せないCMS

となっています。

　本書で使用している Joomla! のソースおよび日本語ファイルに関して。
本書では Joomla! 1.5.14（Juser 日本語版）を使用しています。

Juser 日本語版 Joomla! は筆者が代表を務める joomla.org 正式登録ユーザーグループ　　

「Joomla! User Group Nippon」でJoomla! 1.5JU 版として配布されています。

ダウンロードは http://juser.jp/より可能です。

※日本語ファイルに関しては Juser 版の他に ｢Joomla!じゃぱん｣ http://www.joomla.jp/ から

も配布されています。

　

Joomla! のバージョン・ヒストリー
Mambo 4.5.2 → Joomla!1.0 → Joomla!1.02　.. . .  Joomla!1.0.9 → 
Joomla!1.0.10 → Joomla!1.0.10 →  Joomla!1.0.11 → Joomla!1.0.12 → 
Joomla!1.0.13　（ここまでが1.0.x 系 ）
→ Joomla!1.5 → Joomla!1.5.1 → Joomla!1.5.2　.... Joomla!1.5.9 → 
Joomla!1.5.10　....  Joomla!1.5.14（現在の最新バージョン）
.... Joomla!1.6 （予定）

Joomla! の入手とサーバーの準備
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環境の確認

　Joomla! によるサイト構築のためには phpとMySQLの稼動しているサーバーが必要です。一般的

には LAMP（※ 1）と呼ばれるサーバー環境が最適です。

Joomla!1.5 は多くのごく一般的なサーバー環境で稼働しますが、場合によっては .htaccess や php.

ini といったファイルの設置によりサーバー環境の設定を変更しなければならない場合があります。

尚、Joomla! の稼動に必要なサーバ側各ソフトウェアのバージョンは以下のとおりです。

・

・

・

（※1）LAMPは現在最も普及しているオープンソースによるサーバー環境です。

	 Lは linux、Aは Apach、MはMySQL、Pは PHPを指します。

必要な各ソフトウェアバージョン
　PHP 4.3.x 以上
　MySQL 3.23.x 以上
　Apache 1.13.19 以上

※PHP 5.3 以上の環境では問題の発生が報告されています。

Joomla! の入手とサーバーの準備
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ソースのダウンロード

Joomla! 1.5.14 のダウンロード（本家英語版）
Joomla! 1.5.14 のダウンロードは「Joomla!.org」 http://Joomla.org/ のサイト・トップページの

左コラムより「Joomla 1.5.14 Released」をクリックし、ダウンロードページを開いてください。

ダウンロードページでは『Click here to download Joomla 1.5.14 (Full package) »』のテキス

トリンクをクリックすることによってダウンロードが始まります。

尚、http://joomlacode.org/gf/project/joomla/frs/ では各バージョンからのアップロードパッ

ケージやJoomla! 1.6 のAlpha バージョンなどがリストアップされています。上記ページで希望のパッ

ケージがみつからない場合は一度ご覧下さい。

Joomla! の入手とサーバーの準備

クリックするとダウンロードページに移動します。
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Joomla! 1.5.14 Juser 日本語版のダウンロード

Joomla! 1.5.14 Juser 日本語版のダウンロードは「Juser」http://Juser.jp のサイト・トップペー

ジの左コラム「ダウンロード」より「Joomla!-1.5.14_Juser」をクリックしてダウンロードを始めてくだ

さい。

Joomla! の入手とサーバーの準備

Joomla 1.5.14 英語版のダウンロードが開始します。

Joomla! 1.5.14 Juser 日本語版のダウンロードが開始します。

各言語ファイルのあるダウンロードページへ移動します。
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ダウンロードしたファイルは「Joomla_1.5.14-JU-Stable-Full_Package.zip」のように zip 形式

で圧縮された状態になっています。

SSH 接続などによるサーバー側での解凍が不可能な方はサーバーへアップロードする前に解凍を

行ってください。zip 形式を解凍できるソフトにはWindowsでは「Lhasa」、　MACの OSXではOS

による解凍が可能です。

各言語ファイルのダウンロード
Juserでは前述の日本語ファイル、日本語 pdf フォントなどを同梱したオールイン・パッケージの他に、

サイト画面（フロントエンド）、管理領域（バックエンド）、インストーラーの各日本語言語ファイルを単

体でダウンロードすることが可能です。

尚、このページでダウンロードされる「Joomla! 1.5.14 Juser（日本語言語ファイル入り）はサイトトッ

プページでダウンロードされるものと同じファイルです。」

Joomla! 1.5.14 Juser 日本語版のダウンロードが開始します。
サイトトップページでダウンロードされるものと同じファイルです。

各言語ファイルのダウンロードボタン

Joomla! の入手とサーバーの準備
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インストール

2
この章ではインストールファイルのサー

バーへのアップロード、そしてその後のイン

ストール作業を紹介します。
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サーバーへのアップロード

ダウンロードしたファイルの解凍が終了すれば、ファイルをサーバーへアップロードしインストール

可能な状態に設定しなければなりません。尚、ファイルのアップロードを行うためには FTPソフト

が必要です。

アップロードに必要な FTP ソフト
アップロードに利用できるFTPソフトは各種あり、フリーウェアとしてはWindowsでは FFFTP、

MACでは FireFTP など様々ですが、ここではWindows の FileZilla Client（※1）を利用します。

Joomla!1.5 はファイルサイズが16MB以上（Juser 版）あり、ファイル転送にも若干時間が必要と

なります。

ファイルアップロード中に転送ミスが発生するとその後のインストール作業に影響を与えます。

どのファイルをアップロードするのか（FTP によるファイルのアップロード）
通常、ダウンロードしたファイルを解凍するとフォルダが作成され各ファイルはその中に生成されま

す。Joomla!によるサイト運営には、これらのファイルを公開したいサーバーディレクトリのルートにアッ

プロードしなければなりません｡

インストール

解凍

アップロード

フォルダの中身を公開するサーバールートに
アップロード。

例 :http://www.YourSite.com/ で
Joomla! サイトを公開する場合、
public_html 直下にファイルを転送。
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SSH によるサーバー側での解凍

サーバーへのシェル接続可能な方は圧縮されたファイルのままサーバーへアップロードし、コマン

ドにより解凍することが可能です。

この方法は転送ミスも少なく、アップロード時間を大幅に短縮できます。

ファイルの設置完了

Joomla! 設置に必要なインストール開始前の

ファイルの状態は左のようになります。（Joomla! 

1.5.14）

これらのファイルの中で「configuration.

php-dist」は「configuration.php」にリネー

ムしてパーミッションを 666 に変更し、書き込

み許可を与えておくとインストール終了後に設定

ファイルをサーバーにアップロードする必要が

ありません。

尚、この変更は行わなくてもインストールを

進めることは可能です。

インストール

解凍アップロード

インストール前の Joomla! ファイルの状態
（サーバー	側）

圧縮したままのファイルをサーバーへアップロード unzipコマンドで解凍
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インストールの開始

それでは、全てのファイルがサーバーへアップロードできたので、インストール作業の開始しましょう。

インストールディレクトリへのアクセス
インストールのプロセスを開始するには、ブラウザのURL欄に Joomla! をアップロードしたディレク

トリまでのパスを入力してください。

インストールファイルが正しく設置されていれば、アップロードしたルートディレクトリ、例えば、

http://www.YourSite.com/にアクセスの後、http://www.YourSite.com/installation/index.php に

リダイレクトし最初の「言語設定」の画面が表示されます。

1. 言語設定 
最初に表示される「言語設定」の画面ではインストール作業に使用する言語を選びます。Joomla! 1.5.14 

Juser 日本語版を使用している場合は「ja-JU-Japanese(JU)」が選ばれています。

もし、他の希望言語があればその言語を選んで下さい。

インストール
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2. インストール前の確認

　「インストール前の確認」ではサーバー環境がJoomla! のインストールとサイト運営に適したもの

であるかを調べて表示します。

上段は Joomla! の運営にとって必須の項目です。赤色の項目が表示されていれば .htaccess や

php.ini の設置により緑色文字の「はい」に変更されるように設定して下さい。

「再度チェックする」ボタンを押すとブラウザが再読み込みを行い、設定値を反映した表示に更新さ

れます

上の画面では“configuration.php 書込み可 ”の項目が“いいえ”の表示になっています。

configuration.php は Joomla! の動作に必要な設定項目が書き込まれるファイルです。インストール

後にconfiguration.php-dist を変更することによって作成することも可能ですが、ここでは FTPソフ

トでサーバー上の configuration.php-dist をリネームし、パーミッションを変更することによって対応

します。

インストール
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インストール

configuration.php-dist を configuration.php に変更し、
パーミッションを 666（書き込み可）に設定します。

FTPソフトよるファイル名とパーミッションの変更

ファイルを変更した後、「再度チェックする」ボタンを押して変更を確認してください。

全ての項目が推奨値（緑文字）になりました。　
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　　　　　　　　ール

赤色の項目の設定

赤色の項目項を推奨値に設定するためには .htaccess や php.ini ファイルで PHPの設定を変更す

る必要があります。不明な場合はサーバー管理者に確認して下さい。

php.ini の設定例

mbstring.language = neutral 

mbstring.func_overload = On

safe_mode = Off

display_errors = Off

file_uploads = On

magic_quotes_runtime = Off

register_globals = Off

output_buffering = Off

session_auto_start = Off

.htaccess の設定例

php_value mbstring.language neutral

php_flag mbstring.func_overload On

php_flag safe_mode Off

php_flag display_errors Off

php_flag file_uploads On

php_flag magic_quotes_runtime Off

php_flag register_globals Off

php_flag output_buffering Off

php_flag session_auto_start Off
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3. ライセンス

　「ライセンス」はGNUライセンスの確認です。

「次へ」のボタンを押してください。

インストール
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4. データベース
「データベース設定」ではデータベース接続に関する設定を行います。

サーバー環境によっては、事前にデータベースの作成や設定が必要な場合もあります。また、アクセ

ス方法もサーバーによって若干異なる場合がありますので、疑問が発生した場合はサーバー管理者に

確認して下さい。

「ホスト名」
多くのサーバーでは「localhost」で問題ありませんが、場合によってはホスト名の指定があり

ます。

「ユーザー名」
MySQLデータベースに接続するためのユーザー名です。

「パスワード」
データベースユーザーがMySQLに接続するためのパスワードです。

「データベース名 」
ユーザー又はサーバー管理者が作成したデータベース名です。

「高度な設定」
クリックすると更にデータベースに関する詳細設定が可能です。

初めてインストールする場合は初期値のままにしておいて下さい。
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「既存テーブルの削除」
既存のデータベースを削除して、Joomla! をインストールします。Joomla! のインストールに一

度失敗したときなどは便利です。

「古いテーブルのバックアップ」
「jos_」と接頭辞の付いたテーブルのバックアップを保存し Joomla! をインストールします。

「テーブル接頭辞」
インストーラーがJoomla! 用のテーブルに付ける接頭辞を指定します。初期値は「jos_」ですが、

一つのデータベースに複数の Joomla! を設置する場合などは、この接頭辞を変更する必要が

あります。参考画面では josTestUserという接頭辞に変更しています。

データベース設定時のエラー
以下の画面はデータベース設定でエラーが発生した場合の画面です。

データベース設定画面でエラーが発生した場合は「戻る」ボタンを押して、設定値を見直してください。

エラー発生の多くは、ユーザー名やパスワードの入力ミスですが、ホスト名に指定された名前を入力し

ていない場合やデータベースそのものを作成していない場合などもあります。レンタルサーバーの多く

はMySQLデータベースをユーザー自らの手で作成する必要があります。

Joomla! インストール作業前にデータベースの状況は良く確認しておきましょう。

インストール
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6.FTP 設定

このページではSafe Mode の制限などに対応するために可能な限り「FTPファイルシステム」の利

用をおすすめします。インストール後の設定も可能ですので、何らかの理由で設定できない場合はその

ままインストールを続行しても構いません。※SFTPは利用できません。

「FTP ユーザ」
FTPユーザ名を入力します。

「FTP パスワード」
上記ユーザーの FTPパスワードを入力します。

「FTP ルートパス」  
「FTPユーザ」と「FTPパスワード」の入力の後、「Step.1 FTPルートパスの自動取得」ボタン

を押しすと自動入力されます。

入力された後に、「Step.2 FTP 設定の確認」を押して確認してください。

「高度な設定」
「高度な設定」をクリックすると更にFTP 設定に関する詳細設定が可能です。

通常は初期値のままで問題ありません。

「FTP ホスト」
通常は初期値の「127.0.0.1」で問題ありませんが、複数のコンピュータが繋がったローカルネッ
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トワーク環境などでは設定値の変更の可能性があります。

「FTP ポート」
通常は初期値の「21」で問題ありません。21番以外のポートが使われている場合はサーバー管

理者に確認して下さい。

「FTP パスワード保存」
「はい」にするとパスワードを環境設定ファイルに保存し、パスワード入力の手間を省きます。

7. 設定
 最後の「設定」の画面ではサイト名や管理者に関する設定を行いインストールを完了します。

インストール
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「サイト名」
Joomla! で運営するサイト名を記入してください。

「あなたのメールドレス」 
パスワードを忘れた場合などに必要ですので、必ず有効なメールアドレスを入力して下さい。

「管理パスワード」
管理者「admin」に対する任意のパスワードを入力して下さい。

「再度管理パスワードを入力してください」
上記で入力したパスワードを再入力して下さい。

「サンプルデータをロード、修正又さしまたはバックアップされた内容を移す」
これらの項目はサンプルデータや既存データの扱いを設定します。Joomla! のインストールを完了す

るにあたり、データの扱いに関して以下の3 種類から選択することが可能です。

1.サンプルデータをインストールする。
サンプルデータをインストールを行う場合は「デフォルト「サンプルデータ」をインストールする 」ラ

ジオボタンを選んで「サンプルデータインストール」のボタンを押して下さい。次にデータインストール

のメッセージを確認した後、右上の「次へ」のボタンを押して下さい。

2.サンプルをインストールせず、クリーな Joomla! サイトを設置する。
サンプルデータをインストールしない場合は「サイト名」「あなたのメールアドレス」「管理パスワード」

「再度管理パスワードを入力してください」の項目だけに入力して右上の「次へ」のボタンを押して下さい。

以下の警告が表示されますので、OKを押してください。

3. Joomla!1.０系からデータを移行する。
1.0 系の Joomla! データを移行することが可能です。

まず事前に「com_migrator」コンポーネントを使用中の1.0 系 Joomla! にインストールしてデータ

を1.5 系用にエクスポートする必要があります。

「データ移行スクリプトのロード」ラジオボタンを選んで、「古いテーブルの接頭辞」にエクスポート

したデータの接頭辞を記述します。「古いサイトのエンコード」にも以前のデータのエンコードを入力し、
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インストール

「ファイル選択」ボタンを押してローカルのエキスポートファイルを選んだ後、「アップロードを実行する」

ボタンを押してください。

※以前の Joomla! のバージョンやSQLに関する知識が必要です。

※最新の Joomla! のバージョンやコンポーネントなどの影響により確実な方法ではありません。

※コアファイルの段階的なアップグレードをお勧めします。

8. 完了
全ての設定が終了すると「完了」画面が表示されます。

イントール作業終了後には FTPソフトなどで「installation」ディレクトリィを削除して下さい。

削除されていない場合はサイト画面（フロントエンド）、管理画面（バックエンド）が表示されません。

削除の後、ページ右上のボタンで「サイト」又は「管理」をクリックしてJoomla! サイトの構築を確

認して下さい。

管理画面にログインするためのユーザー名は「admin」です。
パスワードは「設定」画面で入力したパスワードです。
「Install」ディレクトリを削除してください。

FTPソフトで「Install」ディレクトリを削除。
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configuration.php に書き込み許可を与えていない場合

本書18ページ「FTPソフトよるファイル名とパーミッションの変更」の configuration.phpパーミッ

ション設定を行っていない場合は、テキストエディタでドキュメントを作成して「完了画面」で表示され

るコードをコピー&ペーストし、configuration.php（文字コードutf-8）でJoomla! を設置したルー

トディレクトリにアップロードしてください。

インストールの完了

おめでとうございます。無事 Joomla! のインストールが完了しました。それでは早速完了した

Joomla! の管理領域とサイト画面を見て見ましょう。

このコードをコピーし、configuration.php にペーストしてサーバーにアップロードする。
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管理領域（バックエンド）

インストール

「管理領域」へのログイン画面

「管理領域」コントロールパネル
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サイト画面（フロントエンド）

サンプルデータをインストールしていない場合のサイト画面

サンプルデータをインストールした場合のサイト画面
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ディレクトリィパーミッションの設定

Joomla! のインストールが完了したら、最後に　メニュー　> ヘルプ　> システム情報　> ディレ

クトリィパーミッション を開いて、「書き込み不可」の項目のパーミッションをFTPソフトなどで「書き

込み可」に変更してください。

インストール

パーミッションを「777」に設定
/var/logs は一般ユーザーでは変更不可なのでパーミッション設定は行わない。
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Joomla! 関連サイト

英語サイト

Joomla! 本家 　http://joomla.org/ 

Joomla! 本家 Extension Directory 　http://extensions.joomla.org/ 

Joomla! 本家 Forum 　http://forum.joomla.org/ 

日本語サイト

Juser.jp 　http://juser.jp/ 

Joomla!じゃぱん　http://www.joomla.jp/ 

おわりに

Joomla! のインストールは上手くいきましたか。

Joomla! は比較的簡単にインストールできるCMSです。迷ったり、間違えるポイントとしては、

php.ini や.htaccess の設置による環境の設定です。また、ファイルが比較的多いので、ファイル転送

ミスによるインストールの失敗も見られます。

初心者の方は一つ一つのステップを確実に行うことが、Joomla! サイト構築への近道と言えるでしょ

う。
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